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毎
日
仕
事
が
な
い
の
で
ね

。
柳
原
得
一
一
一
さ
ん
(
九
歳
日

定
年
後
、
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

い
ま
し
た
が
、
つ
ま
ら
な
い
の
で

事
業
団
に
入
り
ま
し
た
。
建
呉
の
一

付
事
が
必
い
の
で
、
ミ
の
折
り
込

十

七

年

度

は

一

ニ

万

七

千

二

百

円

十

み

を

手

伝

っ

て

い

ま

す

。

働

い

た

五
同
一
で
し
た
が
、
丘

l
八

年

度

は

お

金

は

、

係

の

小

遣

い

な

ど

に

一
一
万
八
千
八
百
六
十
一
円
と
な
っ

2
2
4
8
6
一
使
っ
て
い
ま
す
一

て

い

ま

す

。

一

一

千

口

6
2
m
mけ
一
こ
の
よ
う
に
、
事
業
留
で
働
く

-

7

1

 

生
き
が
い
事
業
号
、
語
1

家

庭

か

ら

の

依

石

川

川

川

川

山

こ

と

が

生

き

が

い

と

思

っ

て

い

る

十

五

年

八

月

に

発

足

し

て

以

来

一

一

%
H
印

U
U
m四
一
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、

事

業

は

事

に

伸

び

て

い

ま

す

。

頼

が

千

三

百

件

一

附

一

4

4

1

1

L
川
工
事
務
織
の
よ
う
に
撃
に
よ
っ
て

仕
事
の
内
容
は
、
屋
内
外
の
軽

I
L
l
l
γ
1
1
1
1
1
1一
は
、
仕
事
が
少
な
い
た
め
、
毎
白

量

定

一

一

9
ほ
U

5

7

ゆ

司

一

作
業
を
は
じ
め
、
大
工
、
椋
木
、
仕
事
の
受
け
入
れ
先
別
に
み
る
村
一
年
五
抑
止

1

2

m
一
仕
事
が
な
い
の
が
悩
み
の
種
の
よ

左
資
塗
装
な
ど
の
技
術
的
な
仕
と
、
一
番
多
い
の
が
一
般
家
縫
か
知
一
日
一
て
つ
で
す
。

事
と
、
あ
て
名
書
き
や
経
理
な
ど
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
で
一
千
一
言
嘩
一

it--hZ引
出

語

、

仕

事

の

発

注

者

で

あ

る

の
事
務
的
な
仕
事
、
家
事
手
伝
い
六
十
七
件
、
配
分
金
主
二
千
四
一
自
主
一
一
作
氾
政
一
家
抵
の
方
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

。イ
v

¥

酔

一

一

耐

抽

出

月

隆

一

や
留
守
番
な
ど
の
家
庭
援
助
が
主
八
十
四
万
円
で
す
抄
に
民
間
同
士
一
一
寸
?
と
万
本
合
一

O
猪
翠
李
さ
ん
(
中
製
)

な

も

の

で

す

。

企

業

か

ら

の

依

頼

が

六

百

九

件

ィ

「

I
L
i
l
l
i
-
-し
初
め
て
の
お
付
受
口
い
は
、
ベ

昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
実
綴
で
、
配
分
会
ば
三
千
九
百
九
十
一
一
一
て
い
ま
す
。
ン
キ
出
血
さ
ん
で
す
。
そ
の
後
、
纏

を
見
る
と
、
仕
事
の
受
け
入
れ
件
万
円
、
続
い
て
公
共
同
体
か
ら
の
板
金
な
ど
技
術
木
屋
さ
ん
、
書
展
さ
ん
に
点
差

数
が
一
一
千
百
五
十
五
件
で
、
五
十
百
七
十
九
件
で
、
一
千
百
四
ト
万
:
浸
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
み
な

七
年
度
よ
り
一
一
一
豆
主
義
二
月
の
配
分
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
が
是
り
な
い
さ
ん
ま
じ
め
て
て
い
ね
い
に
仕

O
%増
加

し

て

い

ま

す

。

命

、

3
L

事
を
し
て
く
だ
さ
り
、
京
も
庭
も

会
員
に
支
払
う
配
分
金
も
七
千
芥
足
し
て
い
る
現
慌
の
会
員
数
は
、
五
百
三
ふ
1

ひ
き
た
っ
て
い
ま
す
。

六
百
十
六
万
円
で
、
五
十
七
年
度
事
務
的
な
仕
事
コ
一
人
で
、
需
が
一
一
百
八
十
一
人
昔
、
寄
せ
ま
り
つ
つ
あ
る

よ

り

一

千

七

百

六

十

九

万

円

、

二

一

女

性

が

百

五

ト

二

人

で

、

設

立

当

自

分

の

老

後

に

、

だ

れ

か

に

喜

ん

O
%の
伸
び
を
不
し
て
い
ま
す
。
職
種
別
仕
事
の
受
け
入
れ
件
数
時
の
一
一
一
百
五
十
一
人
か
ら
大
幅
な
で
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い

月
平
均
に
す
る
と
六
百
三
十
五
万
を
み
る
と
、
植
木
の
子
入
れ
や
大
伸
び
を
ぷ
し
て
い
ま
す
。
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
リ
の
配
分
金
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
工
、
左
官
、
塗
装
な
ど
の
技
術
職
し
か
し
、
技
術
関
係
の
会
員
が
韓
関
費
一
勝
授
凶

昨
年
十
月
は
、
七
百
六
十
一
万
円
が
九
草
一
一
一
件
で
一
番
多
く
、
統
少
な
い
の
て
蓄
や
ブ
ロ
ッ
ク
製
墾
タ
一
闘
機
仰

と
事
業
一
回
発
足
以
来
、
最
高
の
記
い
て
除
草
な
ど
の
占
般
作
業
が
八
積
み
、
板
金
な
ど
の
で
き
る
方
の
融
鱗
鰯
麟
際
際
駿
欝
問

~4恥

雪
作
り
ま
し
た
。
富
士
一
件
、
家
事
手
伝
い
な
ど
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
議
警
瀦
語
翻
溜
灘

J
1

鱗
畿
一
重
量
一
ま
滅
的

ま

た

、

会

員

一

人

当

た

り

の

月

の

家

庭

援

助

が

一

一

一

百

六

号

、

事

士

事

法

楽

し

い

麟

麟

議

襲

撃

師

平
均
の
配
分
金
(
収
入
)
も
、
五
務
系
は
四
卜
一
件
と
一
番
少
な
い

d

l

i

語

翻

難

ー

議

綴

償

基

仕

事

の

件

数

で

す

。

そ

れ

で

は

、

屋

内

作

業

の

一

つ

露

顕

露

議

題

議

慶

言

こ
の
よ
う
に
、
植
木
の
手
入
れ
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
と
笠
剖
作
業
開
灘
鱗
離
感
麟
際
麟
羽
織
は

や
猿
装
、
板
金
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
、
を
し
て
い
る
生
き
が
い
事
蓄
の
総
轄
鱒
鋪
騒
ぬ
晴

左
官
、
除
草
な
ど
の
職
種
に
よ
っ
み
な
さ
ん
に
、
お
誌
を
開
い
て
み
臨
灘
綴
線
灘
緩
雛
い
え

J

て
は
、
す
で
に
予
約
が
い
っ
ぱ
い
ま
し
ょ
う
。
生
き
が
い
事
業
団
で
は
、
初
め

で
二
一
一
か
月
間
く
ら
い
待
た
な
け
@
川
上
忠
盛
さ
ん

a歳
)
て
の
自
主
豪
華
と
し
て
、
手
の
あ

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
生
き
が
い
事
業
出
に
加
入
し
て
い
て
い
る
会
員
が
犬
小
屋
を
作

特
に
、
植
木
の
手
入
れ
は
、
七
一
年
で
す
が
、
あ
て
名
書
き
の
仕
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
売
る
こ

月
一
日
か
ら
受
付
を
し
た
と
こ
事
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
友
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
犬
小
屋

ろ
、
一
二
日
間
で
百
件
を
オ
ー
バ
ー
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
楽
し
い
で
は
、
屋
根
を
亦
く
、
壁
手
よ
出
い
ベ

す
る
注
文
が
あ
り
、
来
年
の
二
月
す
が
一
、
毎
臼
仕
事
が
な
い
の
で
少
ン
キ
で
仕
上
げ
た
ス
マ

i
ト
な
も

ま
で
予
約
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
さ
み
し
い
で
す
。
の
で
す
。
値
段
は
、
材
料
と
手
間

し
か
し
、
あ
て
名
書
き
や
経
理
⑪
稲
悶
ヒ
ナ
8
ん
(
印
議
)
代
を
合
わ
せ
て
、
一
個
一
万
一
千

な
ど
の
事
務
を
希
望
す
る
会
員
が
魚
市
場
で
働
い
て
い
る
事
業
団
内
ぐ
ら
い
で
お
わ
け
す
る
そ
っ
で

多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
系
の
方
に
、
勧
め
ら
れ
て
加
入
し
て
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
き
が

の
仕
挙
が
少
な
い
と
い
う
ア
ン
パ
一
か
月
で
す
。
知
ら
な
い
人
に
も
い
事
業
臼
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ラ
ン
ス
な
傾
向
も
現
が
れ
て
お
り
会
え
る
し
、
知
ら
な
い
所
へ
も
行
・
生
き
が
い
事
業
団
(
福
祉
会
館

仕
事
の
開
拓
が
必
要
な
機
種
も
出
け
る
の
で
楽
し
い
で
す
。
で
も
、
内
)
電
諮
問
ω

二
三
三
五
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官
‘
高
齢
化
社
会
が
ま
も
な
く
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
年
寄
り
の
豊
か
な
経
験
と
知
意
合

す
:
を
役
立
て
よ
う
と
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
「
生
き
が
い
事
業
開
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
鰻
令
官

官
i
調
に
実
績
を
あ
げ
、
今
年
で
五
年
目
を
必
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
一
間
践
す
る
生
き
が
守
官

官
'
い
事
業
留
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
。

i

o

e

p

、令ゐ

o
-
t

月
平
均
三
万
八

千

円

の

配

分

金

。
銭
外
線
作
議
;
液
晶
聞
、
時
開

幕
、
薬
刈
り
v

簿
作
n
M
1
鵡
割

弱
め
請
中

作
必
需
撃
業
:
語
、
包

軸
時
1

総
務
樹
事
選
等

ぐ
波
紋
・
齢
制
申
陣
Z

大
工
、
桜

木
市
明
手
入
れ
、
定
官
司
ブ
ロ
ッ

ク
ヱ
察
、
錨
議
、
療
品
官

。
歯
甲
子
務
議
機
ゅ
ん
お
叫
計
臨
時

係
議
義
務
、
綴
蕊
な
ど

や
家
庭
緩
め
£
家
宅
事
4
伝
い

繋
守
築
、
感
識
な
ど

・
醐
問
い
合
わ
せ
品
泣
き
が
い

折
り
込
み
作
業
を
す
る
生
き
が
い
事
難
問
山
の
み
な
さ
ん

10潤年を適えた平塚議声合唱田
11月17日中央公民館で、創立10周年の心念萌奏会を

開く「平理担声合唱毘Jに、スポットをあてました。
取材は桑原米子さん(豊田本郷〉にお願いしました。

創
設
以
来
十
年
に
な
る
「
半
混
」

こ
と
平
環
混
声
合
唱
団
は
、
団
員
散

男
性
一
一
十
名
、
ん
弘
性
-
一
一
L
i
名
の
合
唱

聞
で
、
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
も
の

の
、
五
十
名
前
後
の
歌
う
の
が
大
山
町

ぎ
な
人
た
ち
が
、
月
一
一
回
の
練
習
に

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
年
齢
は
高
指
笠

か
ら
五
十
数
措
ま
で
と
幅
広
く
、
職

業
も
美
人
O
L
、
ベ
テ
ラ
ン
F
捕、

資
ろ
く
の
会
社
員
等
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
ん
な
団
員
が
巽
μ
同
汗
に
、

「
求
践
的
で
、
な
ご
や
か
な
雰
開
ー

が
zl混
の
魅
力
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

交
性
の
散
に
比
べ
、
や
や
少
な
め
の

男
性
も
、
抱
搾
h
と
探
味
白
あ
る
歌

声
で
、
十
分
に
ハ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ハ
ー
モ
ニ
ー
i

そ
か
も
し
出
し
ま
す
。

そ
れ
と
魅
h
の
も
う
つ
、
指
揮
お

で
あ
り
、
指
導
疫
の
伊
埼
知
克
容
さ

ん
は
、
鹿
児
島
大
学
の
学
生
指
揮
訴

を
庄
明
り
に
、
二
十
余
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
で
、
4

楽
し
い
合

明
ν

。
午
き
た
青
楽
づ
く
り
u

を
そ
ッ

ト
!
に
厳
し
い
指
喝
を
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
繍
宮
を
離
れ
る
と
「
お

父
さ
ん
」
と
時
ば
れ
籍
わ
れ
て
い
ま

す
。
ピ
ア
ノ
は
ま
な
揖
の
格
f
さん、

一
息
示
合
う
の
も
当
黙
で
し
ょ
う
。

mm

創
設
の
き
っ
か
け
を
団
長
之
常
常

一
泊
さ
ん
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
}
年

前
「
日
夕
の
有
名
な
曲
を
歌
え
る
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
合
唱
問
を
手

塚
に
も
作
り
た
い
〕
と
、
伊
地
知
さ

ん
の
誼
輩
で
あ
っ
た
手
提
さ
ん
と
閉

じ
私
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
F」
0

吋
時

の
悩
み
は
、
潟
明
ν

な
繍
胡
円
場
川
が
な

い
こ
と
で
、
公
民
朗
、
小
芦
棺
な
ど

転
々
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
湘
南
合

唱
祭
、
市
民
ん
日
明
察
浮
で
は
常
に
高

い
評
帽
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
間
口
一
同

町
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
中
央
公
民
館
を
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
て
、
歌
声
に
構

ぎ
を
掛
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、

ur
活
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

「
美
し
い
官
邸
取
を
楽
し
く
歌
一
つ
」
を

纂
本
路
線
に
続
け
た
い
と
、
子
躍
さ

ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
時
年
に

躍
の
定
期
損
奏
会
も
今
年
は
一
川

目
、
十
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

工
藤
障
さ
ん
、
岩
崎
市
紀
子
さ
ん
と

い
う
袋
華
な
麟
ぶ
れ
を
ソ
リ
ス
ト
に

迎
え
、
中
舟
公
民
館
で
十
一
月
十
七

H
に
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
お
一
人

の
声
に
劣
ら
じ
と
、
暗
暑
の
中
に
合

宿
の
予
定
も
あ
り
、
猛
練
習
中
と
い

う
こ
と
で
、
大
い
に
期
待
で
き
そ
う

で
す
。
市
民
の
心
の
安
ら
ぎ
の
た
め

に
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。



八
月
三
十
口
、
九
十
八
歳
以
上

の
高
齢
者
を
市
長
が
訪
問
し
て
、

敬
老
金
や
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿

一

を

お

祝

い

し

た

。

と
き
、
入
場
し
た
い
と
忽
い
ま
一
筒
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
ま
わ

一

今

年

の

市

内

最

高

年

齢

者

は

、

す

か

。

一

り

に

は

、

「

み

ど

り

」

が

ど

の

稜

一

代

官

町

の

お

田

弾

劾

さ

ん

(

百

歳

)

R

①
有
料
で
も
入
場
し
た
い
五
一
度
あ
り
一
ま
す
か
。

一

で

、

市

車

内

か

訪

問

す

る

と

浴

衣

姿

二

・

七

%

一

斑

る

た

く

さ

ん

あ

る

三

八

・

六

で
出
迎
え
、
市
長
の
「
最
高
齢
者

登
骨
料
な
ら
入
場
し
た
く
な
い
一
%

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

一

四

・

六

%

一

③

多

少

あ

る

四

五

・

六

%

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に
、

③
興
味
が
な
い
二
一
・
八
%
一
③
少
な
い
一
五
・
八
%

古
田
さ
ん
も
「
毎
日
健
康
に
気
を

③
そ
の
他
吋

0
・
九
%
一
時
間
こ
れ
か
ら
守
り
、
ふ
や
し
て

つ
け
て
長
生
き
し
ま
す
」
と
、
元

い
き
た
い
と
窓
わ
れ
る
「
み
ど

気
に
答
え
ら
れ
た
。

り
」
は
何
で
す
か
。
主
な
も
の

こ
の
日
市
長
が
訪
問
し
た
九
十

を
一
一
一
つ
以
内
で
選
ん
で
く
だ
さ

八
歳
以
上
の
宮
同
齢
者
は
、
同

ur円

世

田

か

公

題

の

樹

木

五

五

六

%

一

問

歳

の

杉

谷

ひ

さ

さ

ん

(

唐

ケ

原

)

一

裁

と

、

森

口

徳

次

的

却

さ

ん

(

九

十

九

⑦
街
路
樹
五
八
・
四
%
一
一

歳

・

小

鍋

島

)

、

露

木

イ

ノ

さ

ん

(

九

市
出
子
校
、
病
院
、
工
場
の
宿
本
一
一

十

八

歳

・

大

神

)

の

四

人

。

こ

の

一

七

・

九

%

一

外
、
八
十
九
歳
か
ら
九
十
七
歳
ま

安

蒜

一

一

円

・

九

%

一
一

で

の

方

は

、

三

百

十

六

人

お

ら

れ

⑤
盆
裁
、
庭
木
、
生
用
一
等
の
偶
一
一

る

。

人
の
家
の
み
ど
り
↓
八
B

一

九

%

一

一

九

%

一

生

閣

議

機

的

に

参

加

す

る

一

一

九

了

、

二

一

保

有

税

⑥
雑
木
林
や
斜
留
の
樹
木
一
一
③
神
社
や
寺
院
の
樹
木
一
回
一
・
ベ
出

一

二

六

%

一

e

八

%

一

ら

の

お

知

ら

せ

⑦
白
川
畑
や
野
原
、
水
辺
の
草
花
…
③
そ
の
他

市
で
は
、
吋
議
会
だ
よ
り
」
、
「
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
品
、
「
市
民
セ
ン

タ
ー
の
自
主
事
業
」
、
「
み
ど
り
」
、
「
期
間
少
年
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て

の
考
え
方
や
実
態
を
招
握
し
、
今
後
の
行
政
を
進
め
る
う
え
に
必

要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
住
民
実
態
議
査
を
実
施
し
た
。
こ

の
ほ
ど
、
そ
の
調
査
結
果
の
速
報
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
二
開
削
に

分
け
て
紹
介
す
る
。

②
品
別
ら
な
い
五
八
・
九
%

↓
苛
代
が
高
く
な
る
に
し
た
が
っ

て
、
知
っ
て
い
る
人
の
割
合
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

問
あ
な
た
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー

の
白
、
一
五
事
業
と
し
て
、
も
し
有

料
で
名
穣
の
芸
能
、
演
劇
、
音

楽
な
ど
の
鐙
箆
機
会
を
殺
げ
た

家

の

ま

わ

り

の

み

ど

り

は

ど

の

程

度

P
F
'
@
j
t〈
t
J

敬
老
を
祝
い
高
齢
者
訪
問
し

議

室

の

方

法

一

関

あ

な

た

は

「

カ

ル

チ

ャ

ー

教

・
対
象
平
塚
市
に
住
む
二
十
歳
一
室
」
に
参
加
し
た
い
で
す
か
。

以
上
の
男
女
一
軍
官
民
山
券
加
し
た
い
凶
六
・
六
%

・
抽
出
方
法
住
民
基
本
台
様
か
一
②
嘉
し
た
く
な
い
一
子

ら

等

由

間

隔

に

抽

出

一

一

%

・
調
査
開
刑
円
い
昭
和
五
十
九
年
六
一
③
興
味
が
な
い
二
五
・
七
%

丹

ト

五

日

一

@

そ

の

他

一

二

・

瓦

%

-
翠
耳
打
数
回
千
四
百
七
十
五
一
↓
男
性
の
さ
六
・
九
%
、
女
性
の

・
回
収
数
三
千
三
百
二
一
五
回
・
凶
%
が
、
「
参
加
し
た
い
」

・
印
収
率
七
三
一
・
八
%
一
と
答
え
て
い
る
。

カ

ル

チ

ャ

!

教

室

一

市

民

セ

ン

タ

!

で

一

P

を

ご

存

知

で

す

か

一

は

ど

ん

な

事

業

後

一

小

川

問
問
あ
な
た
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
一
間
あ
な
た
は
、
市
民
セ
ン
タ
i
一

か

開

で
「
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」
が
醐
間
一
の
自
主
事
業
と
し
て
、
無
料
で
一
ぷ
吋

か
れ
て
い
る
こ
と
ト
語
っ
て
い
一
議
室
、
「
吹
奏
粂
演
奏
一

Z

ま

。

一

会

京

ッ

ブ

ス

)

三

重

工

ゎ

問

も

し

、

自

宅

近

く

の

Z
;六
千

八

%

答

①

知

っ

て

い

る

五

六

・

一

%

一

演

奏

会

(

ク

ラ

シ

ッ

ク

こ

、

市

一

ふ

(

厳

つ

ば

を

八

愈

に

す

る

計

一

③

原

つ

ぱ

の

ま

ま

に

し

て

お

く

②

知

ら

な

い

四

一

二

・

九

%

一

塁

議

竺

な

ど

を

年

間

聞

に

二

、

一

曲

が

あ

る

安

門

あ

な

た

は

、

一

二

'

九

%

一

志

一

り

守

男

性

の

四

八

・

一

気

女

性

の

一

事

つ

題

し

て

し

る

こ

と

を

瓦

ど

ん

な

公

践

を

一

望

み

ま

す

か

。

一

③

ス

ベ

リ

台

、

ブ

ラ

ン

コ

、

砂

六
一
一
・
五
%
が
「
知
っ
て
い
る
二
日
開
っ
て
い
ま
す
か
o

J

一

一

つ

選

応

で

く

だ

さ

い

。

一

場

等

の

遊

去

を

体

に

す

る

と

一

答

え

て

い

る

。

一

答

①

煽

っ

て

い

る

泊

一

・

一

%

一

答

①

樹

木

を

植

え

て

一

緑

豊

か

に

す

一

一

四

号

五

%

2
5
i
j
i
j
i
i
i
i
?
i
z
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
i
l
-
-
i
1
E
g
i
s
-
i
2
2
2
5〉
5
1
一

④

告

の

他

千

八

%

鍾

勝

お

め

で

と

う

出

r
日
目
軒
町
鱗
警
護
謬
Y
一
訪
日
ロ
都
世
話

き
ま
し
た
。
夢
が
巣
た
せ
て
、
私
難
句

:dyz

鰯
静
一
を
選
ぶ
人
が
多
い
。
ま
た
、
年

金

メ

ダ

ル

の

山

下

選

手

が

+

の

に

は

世

界

一

言

君

主

主

び

欝

M
Y
F
義
弘
鞠
一
代
が
宕
い
ほ
ど
「
原
つ
ぱ
の
ま

の
あ
い
さ
つ
を
し
た

D
d
i
p畿
緩
鰻
議
欝
…
ま
に
し
て
お
く
い
を
選
ぷ
人
が

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
終
始
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
こ
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
に
も
、
金
ふ
;
謀
議
関
鱗
了
争
い
。

柔

道

無

差

別

級

で

金

メ

ダ

ル

に

輝

た

え

て

い

た

。

メ

ダ

ル

を

さ

わ

ら

せ

た

り

、

空

襲

ぽ

襲

撃

鱗

一

い
た
山
下
霊
山
妻
J

(

平

塚

市

真

山

下

選

手

は

「

自

分

は

、

け

が

を

し

て

喜

ば

せ

た

。

欝

懇

問

吋

誠

子

(

今

蝉

一

み

ど

り

づ

く

り

に

但

)

が

八

月

一

十

一

日

市

役

所

十

子

る

た

め

に

ロ

ス

に

来

た

の

で

鍾

欝

野

竺

参

加

し

ま

す

か

こ

訪

れ

、

優

勝

の

報

告

を

し

た

。

品

機

縁

綴

綴

緩

pf:iiazt¥
一

午

前

十

時

市

民

や

費

が

出

甲

子

関

闘

の

志

村

投

手

も

報

告

選

議

襲

撃

襲

警

一

向

も

し

、

あ

な

た

が

お

住

ま

い

迎
え
る
な
か
、
痛
め
た
右
足
を
引
簡
単
の
甲
子
強
大
会
に
出
場
し
、
す
る
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。
選
手
に
も
選
ほ
れ
て
い
る
。
一
の
地
域
の
住
戻
の
中
か
ら
、
地

き
す
り
な
が
ら
壇
上
に
立
っ
と
、
惜
し
く
も
二
一
回
戦
で
鹿
児
島
高
工
芯
村
亮
お
は
、
花
水
小
学
校
か
甲
子
園
国
で
は
一
調
子
は
よ
か
っ
一
域
の
「
み
ど
り
」
を
ふ
や
し
て

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
に
敗
れ
た
掬
蔭
学
潤
高
校
の
干
i

ら
渓
缶
中
学
校
に
進
み
「
桃
浜
ワ
た
が
自
分
の
ミ
ス
も
あ
っ
て
」
一
い
く
た
め
に
、
住
民
で
様
穏
や

石
川
一
[
昂
一
市
長
や
伊
藤
田
自
治
市
議
ス
士
山
村
雲
拍
手
塚
市
桃
浜
町
)
イ
ル
ド
空
イ
ガ
1
ス
」
に
所
庵
と
振
り
返
っ
た
が
、
「
秋
の
三
国
体
で
一

会
議
長
か
ら
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
八
月
二
十
四
日
、
市
役
所
に
石
平
塚
市
少
年
野
球
大
会
中
学
校
の
は
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
一

と
花
束
を
受
け
取
っ
た
山
下
唱
泊
予
川
京
一
市
長
を
訪
ね
、
応
援
に
対
部
で
一
一
年
連
続
優
勝
し
、
最
僚
弄
誓
っ
た
。
一

T 公軍軍配樹木

2 笛路樹

3 学桂、街焼、工場由樹木

4 森林

5 盆殺、睦木、

自殺本称や斜面由檀木

7 自蝿や野原、水辺0)草花

呂神社や寺院江樹木

9 その他

一
・
九
%

①線量豊繍・・H ・H ・....，..名
<>応轟捷時保瞳婦免許を有する昭和59年四月 1

自現在調37議以下町方。

①霊草書寺磯員…・".…… 1名
く〉応夢事費格 調55歳以上60議まで白男子(10月 1

日現在)で、普通自動車の運転免許証を所有し、

体力に自信のある方。

。藤用車枠 日額5，500円

。桂車内寄生きがい事業認で作業用機材を還期

ずる仕事a 月~金曜日。 8 も 30--17: 00勤務。

応轟方法市臨腫盟曹に写真を貼布(3か月以内〉

し、 9R 27日までに職員課人事保へ。

市

渓

相

談

室

n
i
一
一
一
一
市
内
線
一
一
九
一
一
一

〈
〉
人
措
法
捧
棉
談

{
9
月
日
日
(
火
)
、
刊
月
2
E
(
火
)

。
持
政
審
槽
梧
叫
耕
一
日
時
3
珂時

。
一
離
法
樟
相
封
印
月
4
日
(
木
)
、
同
月
9
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
i
M
時

。
宅
地
嘩
物
相
説

9
月
訪
日
(
火
)
、
日
時
3
日時

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)

。
登
記
、
鵠
託
、
閣
議
椙
議
日
月
四
日
(
金
)
、
日
時
ち
珂
時

。
住
宅
相
談

9
汚
同
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

心
定
前
年
金
相
談
叩
斤
日
日
(
木
)
、
日
時
3
日時

〈
〉
一
般
市
田
町
掲
載
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
ヨ
は
日
時
ま
で
、
自

曜
宮
祝
日
は
除
く
〉

G
消
費
生
活
相
談

9
丹
田
日
(
金
)
、
部
臼
(
金
)
、
日
月
5

日
(
金
)
、
叩
時
j
k
J

日時

〈
〉
韓
両
明
帯
軍
特
許
相
談
叩
月
8
日
(
月
)
問
時
j
t
J

日時

。
下
輔
取
引
相
鵠

9
月
初
日
(
木
)
、
日
時
却
分
3
日
時

務
少
年
綴
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)
日制

i
七
一
一
一
一
一

月t
、
金
曜
日
9
時
1
日時
1

土
曜
日
は
日
時
ま
で

調
弦
念
緩
お

i
二一二一一一一一一

。
心
配
ご
と
相
談
揮
週
月
曜
日
(
第
五
を
除
く
て
日
時
3
日
時

中
母
千
棉
談
毎
週
月
，
、
ι

金
曜
日
、

9
時
1
日
時
却
分

。
輩
蕗
児
童
相
輯
毎
週
月
5
金
嘱
目
、

9
時
5
日時

。
高
齢
者
職
難
欄
輯
毎
誕
百
片
1
金
曜
日
、

9
時
四
分
1
日時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
老
人
相
時
間
毎
避
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
ヨ
っ
き
古
は

休
み
て
午
前
刊
時
i
u
時
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十
月
十
一
臼
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
防
犯
逼
動
が
実
滅
さ
れ
る
。

今
回
の
運
動
で
は
、
特
に
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
託
会
環
境
の
浄
化
を
訴
え
る
た
め
、
統
…
探
語
は

「
考
え
て
f
ぼ
く
ら
が
育
つ
環
境
を
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
防
犯
運
動
の
期
間
中
は
、
防
犯

運
動
推
進
大
会
が
問
問
か
れ
、
ま
た
、
約
犯
、
南
化
活
動
が
強
化
さ
れ
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
安
全

で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
h
k
p
A
闘
力
を
。

秋
の
仲
間
犯
運
動
は
、

じ
め
市
や
防
犯
協
会
等
が
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
防

犯
意
識
の
高
揚
を
国
り
、
仲
間
犯
活

動
を
一
展
開
閉
す
る
。
今
回
の
重
点
目

標
は
、
一
犯
罪
の
予
防
」
「
少
年
を
取

り
巻
く
在
会
環
境
の
浄
化
」
で
あ

る。
最
近
の
社
会
環
境
は
、
目
を
売

り
物
に
し
た
営
業
が
は
ん
ら
ん
す

る
な
ど
悪
化
し
て
お
り
、
子
供
た

ち
に
与
え
る
悪
影
響
は
、
は
か
り

し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で

一
般
妨
犯
活
動
の
ほ
か
、
子
供
た

ち
の
健
全
育
成
を
踊
る
た
め
、
社

日
間
。来
年
は
一
二
十
五
周
年
を
迎
え
る

た
め
、
各
種
記
念
待
事
を
予
定
し

て
お
り
、
ア
ロ
ハ
シ
恥
ツ
も
新
し

い
デ
ザ
J
J

ン
に
変
わ
る
。

時
記
渠
基
準
法
で
は
、
進
両
町
嬬
員

は
四
幻
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
建
物
を
新
築
、
場
改
築
す
る

と
き
は
、
前
面
道
路
が
四
日
川
以
上

の
熔
員
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
0

0
道
路
か
ら
後
手
ぜ

前
箇
道
路
の
編
員
が
四
日
い
未
満

の
場
合
、
基
本
的
に
は
道
路
中
心

線
か
ら
一
日
川
辺
っ
た
と
こ
ろ
を
道

(
読
売
拍
幻
一
九
七
)

g

大
久
保
符
治
一
一
角
J

出
ム
口
出
品

4

(
電
話
れ
一
四
九
一
)

・
沖
津
キ
ヨ
大
神
二
七
五
一

(
常
議
出

l
O
Lハ七
O)

内に納めよう
今月は問定資産税事 3閉の納期てす。
10日 lflまてにお)1工くの金融機関に

納めてください。。f葵手詰なClA革綴替車内綴を/
振替納税とは、金融機関があなたにかわ

って納棋の F続ぎをす。閣不むな方法，<'J用
される方は、市内の金融機関(郵梗周は

除く〉へ申し込みを。

。納税貯蓄総合加入を

市内に納拍貯蓄組合が300組合あります。

お近く

問い合わせ

袖川一点山岸良
i
会
で
は
、
市
民
の

行
め
の
け
山
巾
内
山
何
人
以
寺
山
川
く
口

マ
911JHAi

民
判
こ
コ

Jι

て

j
E
i
3
1
i
vマ

L
一

ヤ

9
パ
初
日
立
川
刊
の
権
利

マ
9
引
お
い
初
日
航
と
述
、
い

守
山
凡

2
ハ
サ
ラ
金
の
問
題
内

マ
山
バ
5
1
交
必
雲
山
山

V
M
山パ
9
れ
倍
地
借
家

在宅重度障害者に

タクシ一利用効成券を
@対象 身体障害者手棋を持つ下校、体幹、視覚内部障害

者で、 2級以上の方。重度の糟薄の方。ただし、施設入

所者と自動車税の減免を受けている方は除く。

ゅ申し込み 印鑑と身体障害者手帳を持書し、福祉総務課

更生街祉部(内線222) へ。

いオンス
平塚市郎社会福役大会

と き 10月21臼(釘) 12時開場、日時開演

ところ 市民センターホール

出漉者・丸山市路(手話通訳〉

・さとう宗安(歌 手)

・伊f突かっべい (Jj，3詩人)

・松島トモ子(歌 手〉

申し込み 入場笹理券をlO月 2白から市民

相品三ir市民セノ夕 、駅前市民窓

口セン夕 、fr)¥L公記録?で配布す

る。

問い合わせ 福祉総掛課庶務保〈内線217)

容明るい選挙を推進することを

表わす揮語。

0費 専各市内出住および市内抱勤のノ7。
0締的明り 日月 10日〈土)まで。
く〉応事方法 はが8にイ主所、氏名、年齢を

記入のうえ、下記へ申し込む。

@平塚市明るい選挙推進協議会
千254 平場T有揖関町9運委 1号

電話23-1111内綿494

つ内



床下薬剤貫主布日程

9月17日 中躍第 自治会、中躍第二自治会

仁郷自治会

9月18日 酉町東部自治会、周酎西部自治会

遇町自治会

9月四日 林町自治会

9丹21日観音町第自治会、

観音町第二自治会

9月22日 下郷第 自治会、下郷軍二自治会

9月25日 下郷軍三自治会、下郷第四自治会

9月26日 天沼自治会、調撃を新田自治会

9丹2幻7日八τずF
9汚2泊8臼 考松町自拍会、馬入本町自治会

9丹2四9臼 榎木町中堂自治会

防疫薬剤は協力感で
今年から商疫薬剤iが、市内の車局で購入で

きるようになった。なお、今田から購入芽は

必要なく、臨売協ノ)1苫で直接購入できる。販

売期聞は 9月四日から1l月 15臼まで。

。応轟費格

以下の女子。

。需用期間と轟聾人員

.59年 10月 3臼-60年 1T3228 

・59草日月 1日-60年 2月20目

。瞳金と動輯時間

・時給 605円、午前8時30分~午後 5時

。申し込み方法

車歴書と免許誌の写しを市民病続庶務課庶務

部へ捷出する。

電話 31-0014 
……，....， 

l名

1名

通行嚢調査の識査員募集

く〉期尽 10月 5日{金)、10月 7日(日)

C持 淘午前 9s寺~午後7時
く〉賃金 1El 6，290汽
。募集人員 27人

。申し込み電話 (23-1111内線548)で

商工課商業係へ。

品川
Mど
を
訟

7
7
l
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会場の〉工務中学校にはな避難者、が次々と入場紫早い救出を披露

昭
和
五
十
九
年
度
平
塚
市
総
合

紡
災
訓
練
が
、
八
月
二
十
六
臼

(
巨
)
と
九
月
一
日
(
土
)
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
八
月
二
十
六
日

(
白
)
は
、
地
欄
蹴
が
発
生
(
今
回

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・

O
)

し
た
こ
と
を
想
定
し
た
発
災
対
応

型
の
訓
練
で
、
山
一
市
善
地
区
の
自
主

防
災
組
織
の
人
た
ち
約
三
千
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
、
地
震
発
生

と
何
時
に
自
主
防
災
組
織
の
人
た

ち
に
よ
り
、
救
出
救
護
訓
練
、
避

難
誘
導
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八

幡
山
公
織
の
南
側
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
、
ハ
シ
ゴ
車
を
使
っ

て
康
上
か
ら
の
救
出
訓
練
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
江
楊
笠
字
校
で

は
、
午
前
十
時
か
ら
、
医
療
救
護

訓
練
、
給
本
訓
練
、
畑
正
橋
訓
練
、

ガ
ス
・
電
気
咽
電
話
'
水
道
な
ど

の
復
旧
訓
練
が
、
次
々
と
行
わ
れ
、

参
加
者
の
関
心
を
か
っ
て
い
ま
し

た。
…
方
、
九
月
一
日
(
土
)
の
予

知
対
応
型
訓
練
は
、
午
前
九
時
二

十
分
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
を
怨
定
し
た
も
の
で
、
市
役
所

な
ど
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
臼
は
、
津
波
対

策
訓
練
も
片
付
わ
れ
ま
し
た
。

負傷場を担架で運ぶ訓練

抽

Z 

まきを使ってお蓑でご額。給食割I1輔

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
災
害

一
救
助
や
復
旧
活
動
を
行
う
防
災
機

一
関
等
の
重
要
通
信
を
確
保
す
る
た

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立
平
一
め
、
一
般
の
電
話
は
混
雑
の
度
合

塚
工
業
一
一
高
校
の
笠
最
重
品
開
放
一
い
に
応
じ
て
通
話
を
規
制
す
る
こ

し
て
健
康
体
操
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
一
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
青
会
-

教

室

を

尚

聞

く

。

一

一
緑
色
の
公
衆
電
請
(
亦
を
除
く
)

マ

日

程

背

2
日
か
ら
育
4

一
は
豊
で
き
る
。

日
J

小
川
の
毎
週
火
曜
日
一
ま
た
、
電
話
局
や
通
信
一
間
線
が

-
E陪
午

後

7
R
1
9同
町
一
慣
災
し
た
場
合
に
は
、
移
動
無
線

マ
会
場
平
塚
工
業
局
校
体
育
館
一
車
、
移
動
議
諮
問
周
等
が
出
動
し
て

マ
募
集
人
員
成
人
男
友
犯
人
一
復
旧
に
弊
め
る
こ
と
に
な
る
。

マ
申
し
込
み

9
月
初
日
ま
で
に
一

O
電
線
は
二
五
番
へ

平
塚
工
業
ι

…
出
向
校
(
電
話

h
u
O内一
一
秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。

一

七

)

へ

。

一

-
お
祝
い
電
報
は
、
引
陥
没
日
の
十
日

前
か

FE--同
目
前
ま
で
に
申
し
込
む

と
、
百
五
十
内
の
叡
引
と
怠
る
。

お
早
臼
に
ご
利
用
を
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

健
康
体
操
教
室

李首Ei?55ゑ量
買 る雷雲喜重見
事 Z芸事①聖z

i iiifz: 
毒雪之1
護員意露
軍官票会

婦
人
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
を

「放水始時Js聾を落として消火

犬ねこの巡盟収容

/部¥

お
獲
敷
列
牽

臨
時
卓
に
向
か
い
合
い
、
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
歌
コ
た
り
、
楽
し

み
な
が
ら
ラ
ク
に
旅
行
が
で
き
る

お
座
敷
列
車
。

今
回
は
、
鶴
ヶ
城
築
城
六
百
年

に
わ
く
会
津
へ
向
か
う
。

マ
日
桜
山
同
付
回
日
(
木
)
1四

日
(
金
)
一
一
四
二

g
a
宿
泊
地

東
山
混
泉

マ
費
用
三
万
四
千
五
百
内

申
し
込
み
は
、
国
鉄
平
塚
田
肌
旅

行
セ
ン
タ
ー
(
電
話
お

l
一一六つ一

O
)
へ。

o事加賀格 市内に岳山・従勤するfjで、 35満以上で
輔成したチ ム。

伺 10月 3什、 5日、 12日、 17汀 19日、 24日、

2611， 31i J、 llJJ2 H 

ふ金 場川崎【1"学校クランド

〈ン試合時間 @乍後 6 昨日分~~ 7日.145分 措 1試

.'1 控 7 時50分~8 昨日分第 2 試合

。申し込み 9 JJ 18日(火)午前 8時 30汁から別紙申込

書により、見町内体育舶内体育課(電話31

--3ll60) へ、参加料10叩内を添えて申し込

む。先着35チーム。

ト

ふ期

は第2、4月曜日です一
自に利用できます。(無料鰯放)
開肱撞扇 ，.;tJ.求、バドミンドン、ハスケッ

ト、軟式厄球 (1 3~16B軒、ハレー (16----20

日制

※各種目とも、ラケット、シャトノレ、ポー

んは必ず各自持参を。(体育館には用意し

てありません什

9 月 17 日(月)午後 l 時~8 島幸

10fJ 8 13 (丹)が
10月22尽(月) 11 
運動のできる服装で参加し、 iはきffjO)

運動くつを川窓してくださL、。(館内は

仁JJi_厳禁です。)競技場内ての飲食は摂

揖自体曹課電話31-3060 止です。
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公

ち

止

公

公

み

小

公

ト

ト

改

閉

山

と

川
村
山
此
川
崎
閉
じ
屈
山
川
越
目
約
時
。
丹

時

間

域

間

金

品

t
i
t口
松

全

み

ほ

叫

山

川

制

;

;

;

;

一

吋

;

峨

[

話

量

百

五

五

一

1
1
l
i劃
劃
恥
一
フ
ャ
ヱ
ア
l
〕

一一七
J

灯
時
寸
訪
問

uup栄
同
時
一
時
五
恥
一
同
州
~
二
展
諸
問
問
日

北
一
決
ま
っ
た
O

〈
敬
語
V

7

2

席

子

の

挙

げ

る

手

書

ヱ

バ

ぬ

も

勧

V
一
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。

制

一

重

量

一

一

百

九

士

一

夜

わ

び

る

参

警

Z一
二
豊
一

/Id--/

向い
K
¥
一

富

山

品

目

占

日

あ
一

7
1
席

女

声

ば

か

り

の

茶

…

一

肩

ト

原

町

)

一

一

日

月

初

日

、

uロ
に
は
、
続
と

弘

一

コ

ロ

テ

ン

完

コ

ト

(

徳

延

)

マ

3
席
口
下
手
の
雲
だ
か
ら
で
市
民
プ
ラ
ザ
お
六
三
一
一
九
一
子
の
工
作
教
室
を
開
聞
く
。
(
崩
し
込

計
一

7
2
席

堅

苦

せ

口

数

少

な

身

に

応

え

浅

沼

喜

平

次

(

纏

二

{

神

奈

川

県

腎

友

会

作

議

}

一

品

、

材

料

費

一

一

一

百

円

)

レ

一

き

子

古

川

信

子

(

ふ

じ

み

野

)

・

4
席
藤
立
主
太
郎
ベ
黒
区
一
・
期
間

9
月
時
間
ま
で
一
よ
主
催
塑
〈
怨
訴
訟
組
合

職
一
マ

3
席

、

実

ヨ

ッ

ト

の

数

を

箸

刊

席

佐

藤

黄

玉

、

5
席

白

書

(

城

所

)
j
-主
催
神
奈
川
県
腎
友
会
一

応
一
で
追
ふ
上
原
栄
作
(
四
之
宮
)
一
代
子
(
ふ
じ
み
野
)
一

6
席
古
川
夕
、
三
田
村
)
、

7
E
{児
童

議

塞

く

ふ

う

農

〕

一

放

送

大

学

が

剖

畑
一
・
高
島
村
み
き
(
追
分
)
、

5
席
一
{
譲
〕
重
歪
ハ
J
t
芸
一
内
田
き
え
子
(
馬
入
本
町
)
、

8
席

一

十

月

小

・

中

学

生

の

量

作

品

一

年

に

開

校

す

る

町
一
加
藤
た
け
し
(
八
票
日
寄
)
、

6
席
一
マ

1
席

ブ

ド

1
畑
の
袋
か
け
ま
一
田
辺
ト
シ
(
中
堂
)
、

9
席

府

川

一

を

展

示

す

る

。

一

岬
一
風
間
久
良
子
(
ふ
じ
み
野
)
、

7
席
一
だ
終
へ
ぬ
ら
し
昏
れ
の
野
に
遠
雷
一
護
(
遼
上
ヶ
岳
、
話
主
一
語

9
月
初
日

1
9
2日
一
塁
大
京
、
昭
和
六
十
年
間

交
一
間
的
志
満
子
(
長
持
)
、

8
席
中
一
ひ
び
く
湧
谷
佳
子
(
ふ
じ
み
一
壌
国
(
八
重
咲
町
)
て
主
催
平
塚
山
内
一
一
月
か
ら
授
業
を
開
始
す
る
。

一

喜

子

(

寺

田

縄

)

、

品

喜

一

野

)

一

一

奇

襲

警

慾

審

議

}

一

こ

の

放

送

大

言

、

学

校

教

育

一

一

{

時

間

}

応

募

十

八

点

一

1

一

一

一

福

祉

活

動

の

紹

介

と

、

障

害

者

一

法

に

定

め

ら

れ

た

正

規

の

大

学

一
の
コ
1
ス
は
、
告
で
ブ
l
ケ
等
一
日
ま
で
の
木
曜
日
(
全
量
一

7
1
席

完

の

芝

村

杉

晴

一

の

作

品

等

喜

子

る

。

一

て

朝

六

時

か

ら

夜

十

二

時

ま

で

一
を
作
る
。
定
員
は
白
人

i
m人
。
一
・
時
間
午
前

ω符
1
U時
一

次

(

御

殿

)

一

・

期

間

9
月
幻

5
1
m月
2
日
一
幅
広
い
学
問
分
野
に
わ
た
り
多
彩

一
守
臼
程
ぬ
汚
お
臼
か
ら
3
月
竺
マ
受
講
料
八
千
円

(
8
回
分
二

7
2
席
「
初
陣
」
佐
藤
忠
男
一
・
主
催
市
、
社
会
福
祉
協
議
会
一
な
科
目
を
放
送
す
る
。

一
日
ま
で
の
金
曜
日
(
全
日
田
)
一

O
申

し

込

み

方

法

一

(

横

内

)

一

実

費

量

拡

大

三

一

学

生

重

要

項

は

十

一

月

に

発

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
一
マ
受
講
料
四
千
円

(
6
随
分
)
一
欽
去
の
本
格
的
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
一
'
午
前
の
コ
?
ス
刊
一
時
ら
ロ
一
は
が
き
に
、
希
望
コ
1
ス
名
、
一
マ

3
席
「
雨
〕
杉
山
美
知
夫
一
ス
テ
ィ
パ
ル
}
一
表
、
願
書
受
け
付
け
は
十
二
月
一

、

ω月
に
翠
摘
す
る
講
座
の
受
一
議
工
透
定
員
初
人
一
の
技
法
笠
子
ぶ
。
一
時
・
午
後
の
コ
ー
ス

1
時
初
分
一
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
一
(
小
鍋
島
)
一
食
生
活
に
占
め
る
青
果
物
の
重
一
臼
か
ら
と
な
る
。

一
一
生
を
募
甚
指
し
て
い
る
。
一
パ
ン
呉
く
ず
か
ご
、
人
形
な
一
マ
日
程
ぬ
月

4
5か
ら
3
汚
初
一

1
4時
一

撃

軍

を

記

入

の

う

一

見

、

一

T
m平
塚
で
佳
作
小
潟
村
芙
美
子
(
袖
ヶ
一
要
さ
を
紹
介
。
笠
宮
の
調
理
主
問
い
合
わ
せ
は
、
放
送
大
学
神

{
リ
コ

i
ダ
i
(た
す

笛

)

〕

一

ど

を

作

る

。

一

日

ま

で

の

木

曜

日

(

会

話

)

一

マ

受

議

料

一

万

一

千

内

一

市

克

慰

問

日

ulti--

平
球
市
民
セ
一
浜
)
、
武
山
か
ね
予
(
築
士
)
、
上
俊
一
演
、
料
理
教
室
を
品
開
く
。
一
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
(
篭
諸
問
。
凶

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
か
ら
現
代
日
閉
ま
一
マ
日
根
日
月
2
日
か
ら
3
月
四
一
・
時
間
午
前
一
山
時
i
u時
一

{

デ

ク

パ

i
ジ
ユ
}
申
告
員
各
叩
人
一
ン
タ
l
内
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
一
考
γ
(
紅
谷
町
)
、
径
一
昆
雅
美
、
小
ア
期
間
切
[
月
4
臼

1
m月
8
臼
一
七
二
町
内
J
1
1

五
一
二
内
線
二
七

」
を
練
習
窃
に
、
奏
法
を
学
ぶ
。
一
日
ま
で
の
火
穣
日
(
余
日
田
)
一
マ
受
講
料
一
万
二
千
円
一
紙
の
切
り
抜
き
を
は
り
、
ニ
ス
一
(
幻

l
一
一
二
三
五
)
へ
。
先
着
順
一
泉
有
紀
彦
(
以
上
平
塚
)
一
・
主
催
平
塚
中
央
青
果
卸
売
一
一
一
一
五
)
へ
。

v
日
程
日
月
4
日
か
ら
3
月
お
一
・
待
問
午
前
印
時
1
ロ
時
一
{
木
彫
}
窓
口
員
各
コ
ー
ス
叩
人
一
を
塗
り
重
ね
て
作
る
装
飾
工
芸
。
一

日
ま
で
の
木
曜
臼
(
全
訪
問
)
一
マ
受
講
料
一
万
一
千
内
一
ア
ク
セ
サ
リ
ー
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
一
マ
午
前
の
部
(
日
持
1
ロ
時
)
一

・
時
間
午
後
6
時
お
分
1
8時
一
{
押
花
}
定
員
時
人

1
お

人

一

ま

で

を

作

る

。

一

ω月刊
ω
日
か
ら
第
2
、
第
4
木
一

鉛

分

一

四

季

折

々

の

花

を

押

絵

に

表

現

一

円

v
日
程
ぬ
月
5
門
口
か
ら
3
月

日

一

曜

日

(

全

日

回

)

一

〉
受
講
料
九
千
円

(
9
回

分

)

一

す

る

。

一

日

ま

で

の

金

曜

日

(

全

日

日

)

一

マ

午

後

の

部

(1時
初
分
1
4時
)
一

〉
対
象
高
校
生
以
上
初
人
一
円
v
日
程
日
月
9
Rか
ら
3
月
初
一
・
午
前
の
コ
ー
ス
叩
時

1
U
一
泊
月
2
白
か
ら
第
1
、
第
3
火
一

[
切
り
絵
和
紙
工
芸
}
定
員
お
人
一
臼
ま
で
の
火
曜
日
(
全
日
μ
密
)
一
時
・
午
後
の
コ
ー
ス

1
時

初

分

一

開

明

日

(

金

口

問

)

一

離
を
な
ぞ
る
だ
け
で
、
だ
れ
で
も
で
午
前
の
コ
ー
ス
日
時

1
ロ
一

1
4得
一

マ

受

講

料

一

万

一

千

円

一

す
ば
ら
し
い
作
品
が
作
れ
る
。
一
時
・
午
後
の
コ
ー
ス

1
符
初
分
一
マ
受
講
料
一
万
一
千
円
一
{
ジ
ャ
ズ
&
ダ
ン
ス
}
定
員
小
山
人
一

マ
日
程
叩
月
お
日
か
ら
3
月刊同一

1

4
持

一

{

フ

ラ

ワ

ー

ヂ

ザ

イ

ン

}

一

マ

ン

ボ

、

ジ

ル

バ

等

の

リ

ズ

ム

に

一

日
ま
で
の
木
曜
臼
(
全
口
組
)
マ
受
講
料
一
万
一
千
円
一
午
前
の
コ
1
ス
は
、
生
花
や
ド
一
の
り
、
体
を
動
か
す
。
一

・
時
間
午
前
日
山
時
1
ロ
時
{
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
}
定
員
初
人
一
ラ
イ
フ
ラ
ワ
!
等
を
使
う
。
午
後
一

7
日
程
日
月
間
日
か
ら
3
月
H
一

苦E

ヤ
搬
出
口
月
4
日
(
日
)
午
後
一
マ

2
席
青
田
原
請
に
沈
め
る

5
時
1
6時
一

あ

か

と

き

を

綴

り

て

一

羽

出

品

高

く

{
愛
蔵
品
の
部
}
一
ゆ
く
侶
中
礼
子
(
東
中
原
)

マ
テ
ー
マ
愛
蔵
品
一
般
一
円
V
3
席
寓
土
を
遊
ふ
霧
返
さ
ゆ

門

V

搬
入
日
月
2
臼
(
金
)
午
前
一
ぎ
て
待
ち
待
ち
し
扇
の
見
ゆ
丹
の

ぬ
持
ま
で
中
央
公
民
館
一
し
る
さ
色
に
水
崎
幸
子
(
御

マ
搬
出
孔
月

4
5
(日
)
午
後
一

5
持
t
J
6
時

小説・文学

ハイデラハニノヤの魔法 左能典代

そして夢色の殺人 笹沢左様

払い渓した怨入 車川次郎

夜の底に生きる 山口洋子

恋人たちの殺意 臼下主介

蚊 椎名誠

五十歳、いざf 高田宏

味のある話 情本芯古

いつも音楽があった 倉本総

愉しみヒ手老い Ll" 域夏ア
口 yクよ静かに流れよ 吉l"l紗千 f三
人のl吐は情けの貸し借り

イく t勉藤山寛主
家庭，生活

料 flilのコツ 秋山徳蔵

染lE 内[]J加奈子

住まいの期改築 若杉昌也

痛みを持断ずる llJ村秀夫ほか

新しいしつけの常減 出中治n
気まぐれ判事白日手*IJ去 撞村直線I
f押さかのコルフ実践教富 山本増一二郎

社会科学・その偽

21世紀への技術ノート限内雄二郎

新しい安全の科学 井と域恭

入額史の構図 木村光伸

現状打曜の指導JJ 飯塚昭男

単身赴任の知恵 政次満幸

男の本音 深田祐介

無実は無罪に 朝日新開社編

E三郎舞台の夢 取東五三郎ほか

マラソンは芸術Tです 本字f宗治
いのちと命のあいだに 丸岡芳子

※この外にもいろいろ新しい二本が沢

山あります。

-日昨日月 19日(金) 18時 -20時

・集合場所科学教室

会休館自 慢週月曜日 9月日目、月末

女樽物舘 "f254j曳間町12-41電話33-511l

カ初心者の泌総教室

鉛筆デッサンから油絵の措き方等を学ぶ0

・臼搾 10月 17 日 ~11丹 28 日 毎週木曜日

'時間 18時30丹~21 !l-寺

・対象 考旬、 韓 15人(申し込み制)

・持参するもり 絵の具、キャンパス等

合ファミリーフェスティパル

かながわふるときとまつり 金舘執の顕典

①筆道、陶裟等の展示 ②音軍横多号、合会託

道、空手の清武③紙芝居、名押アニメ属、

手作り工作 ④野菜、果物の即亮 ⑤各種構

蝿届、吉本市など

'朗自 1O，EjZ7日(jコ)、 10月28日(日〉

10月27日は揖不コーナーのみロ

.B孝n'号 9 !14~21野手 (28 日 bま 16B;fまで〉

合体舘日 揮週月曜日、 91123日、 10月11日

合青少年会館

ヂ254世間町12-41 電話32--7029

合視聴覚ライブラリー
図書館損聴覚ラデブラリーでは、映画フィ

ルム等の視聴覚資料や、映写機など機材の賀 i 合体験学習「紙をすこうJ
し出しを行っている。ご利用を。

手すき和紙の技摘を学び、実擦に和紙そをす
・対象 市内の官公署、自治会、子世会等

いてみる。
刷利用方法 問体資錨カードに必要事項を記 j

省自時 10月28日(臼) 9 時~15時
入し、代表者の印を押して提出していただ

・場所科学教室
きたい。団体利用#を交付する口

・材料費 500円
・貸出点数と期間 16~'J聴聞フィルム 土瞬

申し込み 10月15日までに往捜はがきで。
時間 3時間、首し出しは 7日以内。

多数のときは、抽せんで20人。
映写機等機材貸出点数 2点以内で期間!

は 58以内 ! 交星を~る会「秋の星座j
合体館日 毎週月曜日、 月15日、月末 ; 秋の星座のJ揮しガを覚え、西の空に残る木
会図書舘 苧254桟間町12^~41電話31-0415 昼などを望遠舗で輯察する。害加自由

休館のお知らせ
図番館賢料の点検と、揖内整惜のため次

の期間が休館となる。

• 9月25日(火) --10月 8日(月)

また、 3階参考宮、学習案は、地域資料コ

ーナ一新設のため、とたの期間が持寄となる。

ご了車を。

• 9月25日(火) ~lO月四日(金)

公務審週間狭画会
• 8B寺 10月21日 (日 106.;'与、 14日子

ー会場 3階ホ ル

「海は私の絵本」カラ 30分

詩をつづるお母さんと子性たち。豊かな庖

黙の中で生活する一家を描く。

f子供に読書のよろこびそ」カラ 29分

家居申地域で、子供に本を親しませる方法

を三示唆する。

会こども映頭会
-日時 10月28日〈日) 1田寺、 14時

・会場 3階ホール

1機動戦士ガンダム」カラ アニメ 2時
間 17分



輯母子樺旗手帳本間・別冊と筆記用

具を持書(3か月児は本冊のみ)

[3か汚泥}
10月 3日 59年 6月 1日 -10日生

10月24臼 59年 6月日日-20自主主

10月31日 59年 6月21日-30白金

口議告か月先}
10月 2日 58年 4月 1日-10日生

10月 98 58年 4 月日日 ~20B生

10月16日 58年 4月21日-30日生

第 398雪

予防接穣 10月カレンダー

-8月を除く)を通じて接種できる。

接積百は医師とご相談をロ

輯料金無料

盟持参するもの 保険証、母子耀騎

手帳

輔対象接種当口に満3か月を経過
して、 18か月末満の乳幼児。(満18か

月に達しないうちに 2田の服用をす

ませる)韓躍との現出で受けられな

かった人は、講料請に達しないうち

なら受けられる。

[10月}

日日 出原公民館、※金田公民館、

敗塙島公民館

12日 韓保会舘、金自公民館、

※問阪を乏ミ工号館

福祉会舘、横内公民館

朗北公民館、※費出公民館

神田公民館、太野公民館

保櫨セン夕 、

※中山農協七沢支所

むかいやま こと

向山琴ちゃん
合見附町43-21-303 束:fj(

花{版先晶子''''文山にお勤めの

r{，]山昨さん (28議) "博子さ

ん (30議)円以主。引在10か

けで身長73cm 体 'YdOkg、 58

匂11}J5 ll-:tまオ1.0
テレビコマ ンヤルと絵本

がん射さな母ちゃん。 ??は

人見知りして と心、deする

が、写J'iのように非常にあい

さよフがよし」ハパは高い高

いとチュをしてくれてくるの

覇輔1期・ 3図畳ける

・対象 2輯 (24か月)から 4揖 (48

か月)までの幼児@なお、安

は 2回、 3田とも 3週間から

盟簡2期 1潤畳ける

・対象 第 1期由3回目が終わって

から 1年以上 1年 6か月以内む期間

に受ける。なお、第 1期を早めに受

げて、第 2期もなるべく 4撞までに

終了するようにしていただきたい。

[10月]

30日 描祉会館、韓樺会館、

減豊田公民館

31日 大野公民簡、構内公民舘、

旭北公民館

[11月]

1目、保瞳センタ一、

液中央農協土沢支所

〈ア〉

し
ゃ
薄
い
番
茶
な
ど
、
水
分

を
十
分
と
ら
せ
る
。

②
暖
か
く
し
て
頭
を
冷
や

語
す
。

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
て
、
一
事
人
科
医
院
議
延
)
、
熊
谷
底
一
初
め
て
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
一
「
③
発
熱
に
ひ
き
つ
け
、
吐
き

自
分
の
健
康
キ
砕
か
め
よ
う
。
一
婦
人
科
医
師
(
真
上
)
、
高
度
婦
人
一
に
な
る
方
を
対
象
に
、
赤
ち
ゃ
ん
二
レ
気
、
頭
痛
、
意
識
警
口
な
ど

な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、
抱
一
科
医
院
(
中
原
)
、
前
回
腐
婦
人
科
一
の
育
て
方
と
、
お
ふ
ろ
の
入
れ
方
二
(
を
伸
う
場
合
ゃ
、
発
熱
時
の

(

疋

検

診

医

療

機

関

の

中

か

ら

自

分

一

(

桃

浜

町

)

一

を

指

導

す

る

。

三

菱

お

そ

ろ

い

一

一

糊

状

態

が

普

段

と

違

う

場

合

で

一

施

設

を

選

ん

で

受

珍

す

る

縄

問

研

一

マ

申

し

込

み

指

定

申

し

込

み

書

一

じ

草

。

加

を

。

二

は

、

急

い

で

底

部

の

診

察

を

検
訟
と
、
検
討
議
で
受
診
す
る
集
一
か
室
は
が
き
で
健
康
課
へ
。
一
マ
臼
時

9
月
初
仔
午
前
9
喜

一

山

受

け

る

。

毘
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
O

J

一
製
品

f込
当
時
市
役
所
、
一
分
i
u詰
分

一

…

発

熱

碍

の

審

議

長

の

診

察

章

一

け

る

場

マ
対
象
(
市
内
花
住
で
春
の
検
P
一
各
ノ

f
鯨

智

封

f
民
窓
口
セ
ン
一
マ
対
象
低
出
版
8
か

月

以

降

の

万

一

中

合

は

、

子

供

の

症

状

を

よ

く

を
受
け
て
い
な
い
き
と
料
金
一
子
、
各
控
除
健
康
普
及
員
宅
に
一
玄
議
保
健
セ
ン
タ
ー
一
川
子
供
は
普
遇
、
大
人
よ
り
観
察
し
、
病
気
の
経
過
と
と

時
一
・
習
が
ん
集
団
検
診
判
歳
以
と
一
一
周
血
同
じ
で
あ
る
。
一
円
V

申
し
込
み
電
話
で
保
健
セ
ン
一
叫
体
問
仰
が
高
く
、
正
常
体
滋
は
も
に
、
今
ま
で
か
か
っ
た
病

ト
寸
一
の
男
女
(
五
百
円
)
一
揖
世
話
器
は
が
き
の
場
合
は
、
希
望
一
タ
!
(
M
O
-
-
二
一
)
へ
。
…
乳
児
で
ザ
、

J
U
j度
、
幼
気
、
引
を
肢
の
病
気
の
有
然
、

止

時

一

十

何

回

が

ん

縞

設

翌

日

初

歳

以

一

す

る

検

診

名

(

子

宮

が

ん

検

訟

に

一

…

ぃ

児

や

さ

藍

で

ま

お

ら

1

近
く
で
は
や
っ
て
い
る
病

計

一

上

の

婦

人

「

千

円

)

一

つ

い

て

は

襲

撃

か

築

図

書

一

育

児

め

た

め

の

一

一

ヤ

ド

度

で

あ

る

。

従

っ

て

気

、

ア

レ

ル

ギ

ー

の

裏

な

保

守

一

・

子

宮

が

ん

霊

堂

選

以

一

の

ど

ち

ら

か

を

き

、

住

所

、

氏

一

お

母

さ

ん

教

室

二

重

か

ど

う

か

は

義

主

ど

を

報

告

す

る

こ

と

が

大

切

鴻
問
一
と
の
婦
人
(
四
百
円
)
…
名
、
年
齢
、
電
詞
警
p
i
t
記

入

し

一

一

…

え

る

必

要

が

あ

る

。

発

熱

時

で

あ

る

。

ま

た

、

家

族

の

鑓

献
酢
一
え
が
ん
集
問
授
が
初
歳
以
ヒ
…
て
、
宇
部
平
塚
市
浅
沼
町
9
1
1
一
育
凶
ん
の
こ
と
で
照
っ
た
り
、
悩
一
…
は
、
次
の
よ
う
に
処
還
す
る
康
状
態
を
よ
く
知
っ
た
ホ
1

一
の
婦
人
(
六
百
円
)
一
平
塚
市
役
所
健
康
課
へ
。
一
ん
だ
り
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
光
一
…
と
よ
い
。
ム
ド
ク
タ
ー
を
持
つ
こ
と
も

過
げ
一
※
保
護
世
帯
及
び
初
歳
以
上
の
万
…
マ
申
し
込
み
期
限

9
月
初
日
当
一
生
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
よ
一
川
①
静
か
に
寝
か
せ
、
湯
ざ
ま
重
要
だ
。

間

間

一

は

無

料

一

日

消

印

有

効

一

一

つ

。

一

ト

モ

ゐ

守

叩

押

一

マ

会

場

一

一

5
月
6
日
午
山
一
別
問
時
〈
〉
立
時
一
マ
前
期
(
妊
娠
6
か
月
ま
で
の
舟
)
一
マ
惜
情
聴
器

9
月
初
日
(
肘
)

問

。

土

・

各

集

間

十

豊

富

セ

ン

タ

一

地

区

公

民

館

で

一

努

一

背

1
n、
8
R

一
前
日
時
占
時

沼

町

一

・

子

宮

が

ん

施

設

童

福

長

一

健

康

教

室

開

く

一

ら

符

育

児

と

病

気

一

マ

後

期

(

妊

娠

8
か
月
以
降
の
方
)
一
マ
霊
ブ
ロ
ソ
ク

9
2

H
n
時

一

診

医

療

機

関

)

牧

野

雲

師

(

八

一

了

議

問

州

市

民

病

院

近

藤

朗

医

師

一

一

山

月

に

ひ

日

、

氾

汗

一

(

火

)

午

後

1
時
1
3日付

出
目
一
塁
町
)
、
高
山
医
院
議
E
ヶ
一
マ
吏
託
期
警
に
つ
い
て
一
守
山
月
日
日
午
前
誇
1
品

一

V
A
Z
駅
段
セ
ン
タ
ー
一
会
場
は
平
塚
市
福
祉
会
館
。

器
開
時
一
丘
一
、
皇
制
。
周
婦
人
科
医
院
(
耐
震
一
白
時

9
バ
川
口
け
午
後
1
時

一

犯

分

一

7
時
間
守
後
1
時
一
初
分
1
4
将
一
い
台
わ
せ
は
、
市
福
祉
総
務
課
更

象
応
種
一
町
)
、
平
原
婦
人
科
医
院
(
明
石
五
分

1
3持
了
内
容
安
倍
の
看
譲
の
し
か
一
マ
申
し
込
み
電
話
で
保
健
セ
ン
一
生
福
祉
係
(
内
線
一
一
一
一
一
)
へ
。

主

一

四

一

時

自

信

一

員

一

臨

時

計

伊

一

寸

語

学

塚

市

保

健

婦

一

千

(

:

)

へ

。

一

ア

ク

の

い

ろ

い

ろ

一
町
二
重
院
(
豊
原
町
二
本
一
マ
老
人
家
庭
重
教
室
(
い
ざ
と
一
マ
対
象

4
5
6
か

月

旧

ん

を

お

持

一

身

体

重

問

者

の

一

日

1
1
J

山

一

つ

持

の

看

護

者

人

の

心

と

一

ち

の

お

母

さ

ん

一

巡

由

費

生

椙

談

一

一

一

印

一

体

)

一

マ

会

場

い

ず

れ

も

保

健

セ

ン

一

一

一

一

一

・
日
時

9
月
出
品
目
午
前
9
時
…
タ
1

一
マ
整
形
科

9
月
一
日
日
(
ホ
)
午
一

i
t
i
l
-
-

お
分
ら
口
一
時
刊
刊
分
・
午
後
1
時

。

一

一

前

日

山

一

時

日

ロ

時

一

織

維

製

品

の

取

り

扱

い

絵

巻

原

分
1
3
時

3
一

母

親

教

室

開

く

一

マ

耳

鼻

科

9
5日
(
ホ
)
午
一
液
君
、
雪
ハ

O
度
を
限
度
と

一
ム
ロ
場
南
原
公
民
館
一
妊
娠
中
の
心
得
、
栄
養
の
と
り
一
後
1
時
3
3時
一

し

洗

濯

が

で

き

ま

す

。

一
・
講
師
午
前
保
健
婦
、
午
後
一
方
、
赤
ち
ゃ
ん
の
脊
て
方
、
安
産

一
本
野
良
一
夜
討
一
の
た
め
に
必
要
な
知
識
や
体
棟
、

一
マ
心
臓
疾
患
の
予
妨
に
つ
い
て
一
呼
吸
法
な
ど
を
学
ぶ
。
主
治
医
の

一
・
日
時
日
月
U
B

午
後
1
時
一
許
可
を
受
け
て
か
ら
参
加
を
。

心と心のふれあい WeLoveひらつか.10fl28日
心事加賀格 市民，fjの趣旨をJfI1_解され、静岡していた

だけるfんただし、常利jを目的とするノJはお掛り。
また食品を扱うものは 各円カ市場探口1]ーの許可を受

ける。

o事加申し込み 出屈を希望する方は、所定の申し込み
聞紙に記入のうえ、 9P)29fJ (土〉まてに申し込む。

@苧思考年会議所 t電話2トー6474

@子塚市地域づくり課 電話23-1111内服244

く〉事加費 (樹脂出fJ"{著者は申し込みと同時に1， 500円を

納入する。

o昨年の出直樹
子造り人形、ネクタイ、壁掛、誼載、七百暁、文具、

バッグ、京底用品、 i草花、ヱプ口二ノ等

蕊蕉のさ主語基地、伊賀上野のまつりと史跡をたずねる

.，0月 6日(土)1墨書.""伊賀上野を中心ζ した
elUA13臼 (土)J面持領海詰蕪の世界

21122igj菜;]見学の旅長暴寺霊品議室宍占fFへ
.11月四日(土)i講義自蕪の世界
務講師揖越善太郎(東海大学教担〉

。事加盟 28.000円〈受講料、パス宿泊代)

。定員 25名'

。申し込み はがきに住所、氏名、電話、年齢、職

業を記入のうえ、ヨヂ254平揮市見附mr15-1

平理市民センターカルチャー教室へ申し込む。

電話32-2235

507 



マ
お
麗
「
旅
」

マ
詠
進
要
額
③
釆
発
表
の
自
作
の

歌
ぜ
一
人
一
首
と
す
る
。
②
用
紙
は

半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
す
る
ロ
③

病
気
等
で
他
人
が
代
筆
す
る
場
合
は

そ
由
理
由
を
添
え
る
ロ
④
書
式
は
字

紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
開
い
て
右
学

酉
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
郵
慢
番

号
、
性
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
生

年
月
日
、
職
業
(
具
体
的
に
)
を
軍
国

/
¥
。

冠王報ひらつか

円

v
締
め
切
り
叩
月
日
日

マ
申
し
込
み
干
湖
東
京
都
千
代
田

区
千
町
田
Z
番
Z
H守
宮
内
庁
ヘ
。

(
封
筒
に
詠
進
歌
と
身
く
)

市
で
は
、
中
小
〈
牢
来
技
楠
開
発
研

静
講
壇
を
開
く
。

7
日
判
官
四
月
日
目
、
四
呂
、
幻
自

の
3
日
間

・
時
間
午
前
9
時
却
分
3
午
後
4

号。、
T

E
3
4フ

マ
会
場
手
塚
市
勤
労
会
館

マ
内
容
材
料
の
セ
か
し
β
、
選
び

方
、
便
い
む
刀

マ
受
講
料
黒
料

マ
申
し
込
み
叩
門
出
日
ま
で
に
、

市
西
工
課
工
業
保
(
内
線
五
O
じ
)

へ
。
定
員
は
刊
人
。

年
齢
が
日
露
未
満
)
の
当
時
田
状
況

を
知
っ
て
い
る
肉
親
等
白
方
は
、
同

月
四
日
ま
で
に
連
轄
を
。

a

連
絡
先
県
捷
諸
課
(
電
話
。
四

丘
一
一
。
一

i
一
一
一
内
線
五

五
五
六
)

マ
明
日

9
円
担
日
(
仁
J

7
会
場
松
原
公
民
鮪

マ
相
拍
組
員
弁
護
上
買
原
唯
光
氏

マ
申
し
込
み
前
日
午
掻
5
時
ま
で

に
松
原
公
民
輯
(
電
語
目
六
一
八

六
)
へ
c

県
で
は
、
旧
軍
人
、
戦
構
病
者
お

よ
び
戦
没
者
の
遺
族
等
を
付
象
に
、

恩
給
や
選
牒
年
金
等
の
迎
何
相
談
安

開
く
。
マ
期
日
四
月
9
日
(
火
)

門

v
会
場
平
場
合
同
庁
舎
5
階

中
珂
時
留
日
夕
人
弧
児
に
つ
い

亡
、
戸
時
也
開
花
の
埼
状
に
か
か
わ
ら

ず
死
亡
し
た
と
い
う
暁

4
が
樽
ら
れ

て
い
な
い
向
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
中
国
の
来
北
地
民
r
旧
満
州
)

等
に
お
い
て
、
終
戦
前
後
の
混
乱
期
退
職
金
制
躍
を
白
前
で
も
つ
こ
と

に
肉
簡
と
離
別
し
た
子
民
主
J

時
の
が
困
難
な
中
小
企
業
高
の
た
め
、
同

駅西日南側足場設する

市

で

は

、

駅

罵

思

う

よ

う

に

整

備

す

る

こ

と

が

駐

車

場

地

下

に

、

九

百

台

収

容

辺

の

安

全

や

奨

畿

で

き

ま

せ

ん

。

で

き

る

施

設

を

鐙

認

す

る

予

定

な

ど

を

即

時

つ

た

め

、

駅

周

辺

ヘ

ド

現

在

、

冨

鉄

か

ら

輿

収

し

た

で

す

。

の
自
転
車
放
蜜
を
禁
止
し
ま
し
自
転
車
駐
車
場
は
、
釈
耐
周
辺
駅
務
ロ
南
側
の
市
有
地
に
、
約
な
お
、
自
転
車
駐
車
場
は
、

た
。
現
在
、
市
民
の
み
な
さ
ん
で
な
け
れ
ば
そ
の
価
値
が
あ
り
五
否
五
十
台
収
容
の
自
転
車
駐
有
料
・
無
料
を
あ
わ
せ
、
現
在

の
ご
協
力
に
よ
り
、
朝
の
訳
局
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
駅
周
辺
に
車
場
を
、
年
内
完
成
を
呂
途
に
十
三
か
所
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

辺
に
は
、
放
置
自
転
車
が
ほ
と
議
菩
な
空
き
地
が
な
く
、
地
価
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
い
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

ん

ど

あ

り

ま

せ

ん

。

も

高

い

こ

と

か

ら

、

な

か

な

か

将

来

に

は

、

ラ

ス

カ

の

自

動

車

〈

計

画

謀

〉

の
中
小
企
業
退
職
金
共
帯
制
度
が
あ

る
。
ぜ
ひ
ご
利
用
告
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
商
工
諜
工
業

保
(
内
綿
互
O
じ
)
へ
。

きちんと整理されている統衛僚の自転車鐙場

hv
勤
揮
場
所
構
内
公
民
舘

V
業
務
内
容
館
内
外
の
清
路
、
職

員
不
在
時
の
留
守
啓
等

マ
子
当
月
額
一
一
万
三
千
五
百
円

マ
管
理
人
中
釜
本
造
戸
家
唾
て
、

6

畳
、
4
勾

5
費
、
風
呂
場
、
台
所
付

マ
入
居
予
定
日
月
1
日
(
片
)

マ
応
募
資
格
①
市
内
に
住
む
心
身

と
も
に
櫨
唐
な
掛
人
て
、
配
慣
許
と

佐
み
込
み
司
能
な
ん
ね
令
②
調
印
結
以

下
の
方
。

マ
申
し
込
み
9
月
認
日
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
(
写
真
添
付
)
を
社

会
教
育
課
(
内
線
区
一
円
)
へ
。

マ
面
接

9
日
目
日
へ
火
)

県
教
帝
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育

〈
幼
児
期
)
巡
回
目
相
談
を
向
く
。

マ
期
日
目
月
日
日
(
金
)

門

v
会
場
大
磯
町
保
睦
セ
ン
タ

マ
申
し
込
み
は
が
き
で
、
太
田
同
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
〒
田
中

郡
大
磯
町
東
小
磯
一
八
三
・
電
語
臼

四一

O
U
)
へ。

神
奈
川
県
腎
瓦
蛍
で
は
、
腎
臓
病

の
講
潰
と
相
説
会
を
開
て
。

守
講
憤
会

'
日
時
日
月
四
日
(
土
)
午
後
Z

時
却
分
S
午
後
4
時

・
品
立
場
神
奈
川
県
農
業
会
館
(
手

塚
市
八
重
咲
町
3
3
)

・
内
容
腎
臓
病
の
予
防
と
治
時

守

m
F説
会

・
日
時
四
月
初
日
(
七
)
午
後
1

時
品
分
1
4時

・4
E
場
東
海
大
学
病
院

相
諜
希
望
者
は
、
県
探
健
予
防
課

(
電
話
。
四
子
ー
コ

O
一
一
一
一

一
内
繍
五

O
E八
)
へ
予
約
を
。

マ
え
の
し
ま
捕
人
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
仕
事
と
の
出
会
い
そ
求
め
て
」

・
日
程

9
月
お
日
(
大
)
ら
日
月

町
円
(
と
)
全
8
回

時
時
午
前
日
時
i
u時

マ
海
外
リ
ポ
ー
ト
(
令
4
閲
J

コー望

3
1
9
1
j
0
3
7
1

f
t
f
f
s
r
2
t
t
1
1
2
f
 

(
叩
月
6
日
を
除
く
土
曜
日
)

・
時
間
午
後
Z
時
却
分
3
3
時
却

分マ
講
調
会
「
今
、
世
界
の
女
性
た
ち

は
」
デ
ン
マ
ー
ク
大
慌
時
代
を
か
え

り
み
て

・
日
時

9
月
田

H
(水
)
午
後
1

時
四
分
3
3時
泊
分

マ
母
子
福
祉
議
垣
「
思
曾
閣
の
つ
ま

9
月
回
目
(
士
)
午
徒
1

寺

O
テ
j
3
手
O
ェr

日

3
ラ
ー
:
日
3
4ノ

-

M

町
象
交
の
よ
九
つ
時
期

会
場
お
よ
び
中

ν
斗
み
は
、
い
ず

れ
も
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
(
藤

沢
市
江
の
島
Z

H

1

篭
話
。

四

六

六

訂

一

一

)

へ

。

マ
社
金
調
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫

訂
」マ

交
通
遺
児
へ

a
H
擢
車
体
(
株
)

型
拍
具
設
計
課
二
万
円
、
宇
野
陽

泊
五
子
円

門

v
心
身
障
害
児
へ
・
匿
名
一
む
千
円

マ
社
全
福
祉
裏
金
へ
・
一
一
階
荒
間
山

一
万
四
千
四
首
五
十
円
、
阿
蘇
中
泊
月

一
千
三
百
五
十
三
円
、
五
回
喜
一

九
百
十
四
円
、
神
山
真
太
郎
八
円

三
十
九
円
、
高
橋
亀
次
一
二
千
八
百

円
、
菅
野
ミ
サ
子
二
千
円
、
ナ
イ

ト
パ
ブ
ユ
1
ア
ン
ド
ア
J

五
万

円
、
松
本
純
子
二
千
二
百
八
ト
一
一
一

円
、
松
原
小
学
校
関
六
年
二
組

千
白
百
八
十
八
円
、
花
水
地
京
北
部

長
寿
会
七
千
六
百
五
十
円
、
撫
子

原
熊
沢
五
千
円
、
梶
原
医
院
二

千
六
百
四
十
六
円
、
環
境
高
生
業
務

課
目
号
車
一
千
じ
百
九
十
円
、
つ

も
る
会
落
合
五
千
円
、
山
崎
夕
子

五
十
万
円
、
矢
時
自
治
会
同
万
七

千
八
百
二
十
九
円
、
王
蹄
住
白
治
会

一
日
一
千
六
百
十
一
円
、
岡
崎
市
営
住
宅

自
治
会
九
千
六
百
五
十
八
円
、
平

塚
市
中
央
農
業
協
同
組
合
岡
崎
宰
町

八
千
一
一
百
二
円
、
つ
く
し
看
護
婦
家

政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
大
岩
周
ご

一
万
円
、
神
間
金
一
郎
五
百
九
ト

円
、
鈴
木
曜
一
郎
先
生
そ
憎
ぷ
会

五
万
六
千
五
百
四
十
↑
円
、
サ
ン

シ
ョ
ッ
プ
谷
川
紘
之
一
一
万
一
千
一
一

百
八
円
、
内
田
ヤ
ス
江
一
一
下
五
百

円
、
内
海
綾
子
・
小
清
水
裕
子

ヂ
円

>62< 
郷軍支大内と中原道

情勢原道とも大山道とも呼ぶ主 } る道の付け替えである。

要地方選平塚情勢原綿のうち、師 i これらむ道は、いずれもまっす
髄 1T目盛眠手前あたりから中原 J ぐで、地の道と交わる所は必ずT

3了日 H枝神科前あたりまでは !字形にしている。この陪は、今も

全く平らで 直綿である。 Mか所かに見受けられる。

三0)道を中躍進といい、惜川家 : 忠次は、このように道っくりを

患が中崩御殿を造営した時につく t すると共に、調殿むまわりを土分

らせた道で、位置や道幅はよj時と jの住居や御融・代官所などの役所

令く変わらないという。 関部地区として、配下 5代宮の塵

京璃はイ甘さ室長閉宗忠次に命じて i 敷・御Y礎部擢・御馬部置・寵屋敷

師慨を造営させると共に、中原の (ろうやしき)などを配置し、ま

町づくりをさせた。中原道もその !た中原道沿いを庶民の居住地・宿

噂としてつくられたものである j場にしようとした。

が、忠次はこのほかにも、背時中 1 中原道沿いのうち、上宿に当た

車を通っていた八f 子選(奥州ilJる所は芝地で、人家は輯かったe

遵リミ磯遵)、寸日市場道(曽躍進)、 十そこで地地からの移住者を誘うが

平等寺万語に通ずる道なども、櫛 jその条件は宅地とその東方の芝地

椴外周白道や大門として付け替 l を与えることにあったようだ。

え、なお裏返も整理した。 この勧誘に応じたのは、隣村豊

御殿南制の捕宿の通りは、八田の人が多かったので、この村は

子道、十日市場選の付け持えで、 j初出豊田新摺と称していた。

この遭は大門、中原道、中障問遵 t 宅地はこの道沿いと限定した。

〔田村までは八モ子道と一致)と [希望者が多かった白で、間口を鞭

曲折しながら続いている。この間[く奥行を広くした。この宅地構造

の大門と中原道とは、東海道と同 1 は闇所に見られる。また宅地の酋

じ道幅である。御殿のメインスト j聞に真竹を植えさせて肪風と実用

リ トとして、これに憶観を訴え i の両用に棋させ、芝地自車・南・

ょうとしたものであろう。鯛融東 北に松を植えて開墾を助けた。

聞の謀閣の通りと商聞の遵(往時(文費 白井弘)液おたずね措市

は幅 2間)は、平等寺方面に通，史輔さん揮{曙轄31-0429)へ。

る
か
ら
、
今
、
そ
れ
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
の
だ
と
、
答
え
た
そ
う

で
す
。

N
さ
ん
は
、

Y
君
の
こ
と

は
に
か
な
り
の
シ
ヨ
y
ク
を
受
け

ま
し
た
。
立
ぜ
な
ら
、

N
さ
ん
は

普
段
か
ら
学
校
や
日
常
生
活
の
中

で、

Y
君
が
何
か
問
題
に
ぶ
つ

か
っ
た
時
、
あ
る
い
は
ぶ
つ
か
り

そ
う
な
時
に
常
に
先
ま
わ
り
し

て
、
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
会

。
助
君
。
と
か
お
し
コ
け
u

と
部
選
び
出
し
、
そ
れ
を
助
言
と
い

は
違
っ
た
行
為
で
あ
り
ま
す
が
、
う
形
で
ポ
し
、

Y
滋
は
そ
の
中
か

私
た
ち
は
知
ら
す
知
ら
ず
の
う
ち
ら
ど
れ
か
…
つ
の
方
法
を
選
べ
ば

に
、
そ
れ
を
忌
り
嘩
え
て
し
ま
う
よ
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

N
さ
ん
と
し
て
は
、
こ
れ
は
あ
く

す
。
特
に
、
親
子
山
聞
に
お
い
て
、
ま
で
Y
君
の
主
体
性
そ
尊
重
す
る

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
た
め
に
考
え
出
し
た
や
り
方
で
、

な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
し
つ
け
の
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

N
さ
ん
は
、
あ
る
日
、
蹟
に
戸
ん
で
し
た
。

惑
い
の
表
構
を
浮
か
べ
三
一
二
回
仁
讐
今
回
も
N
さ
ん
は
今

て
、
自
息
子
の
Y
君
の
こ

K
H
d
¥
F
ま
で
号
、

Y
君

容

と
で
相
談
に
み
え
ま
し
溺
ド
当
イ
ず
時
般
に
行
か
な
い
理
由
を

た。

N
さ
ん
が
言
一
つ
に
一
二
か
伝
書
自
分
で
還
し
、
さ
お
り

は
、
小
学
校
時
代
か
ら
在
宅
二
/
に
そ
の
解
決
摘
も
全
部

成
績
も
運
動
も
よ
く
で
務
~
ベ
持

ω
一
不
し
て
Y
吉
選
択
さ

き
て
い
た
Y
宥
が
、
実
竺
7
3
4
1
ニ
サ
ヨ
噂
せ
よ
う
シ
)
し
た
の
で
す

然
宇
校
に
行
か
な
く
な
っ
た
の
が
、

Y
君
は
全
く
聞
き
入
れ
て
く

で
、
そ
の
理
市
に
つ
い
て
開
い
た
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
し
た
と
こ
ろ
、

Y
Eは
そ
れ
に
こ
の
よ
う
に
、

N
さ
ん
は
助
ヨ

均
し
て
、
自
分
は
今
ま
で
勉
強
に
と
い
う
時
で
Y
容
に
い
ろ
い
ろ
な

し
ろ
、
友
達
と
の
つ
き
合
い
に
し
解
決
粛
を
示
す
の
で
す
が
、

Y
R

ろ
、
令
部
お
母
さ
ん
の
書
う
通
り
に
す
れ
ば
数
多
く
の
助
言
も
結

に
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
れ
か
局
は
お
し
つ
け
で
し
か
な
か
っ
た

ら
は
自
分
の
や
り
た
い
よ
う
に
や
の
で
す
。

とき 9 fヲ27E1(ホ)~10月 2 El (火)

ところ市民プラザ

E内容]パネル、家づくり作品、介護用品等の展市
とチャリティハザ一、血圧制定、福祉相談、献血な

どが予定されている。

由子世ふれあい広場 9月30日の日曜日午桂 Z時

から東海道本通りで聞く。

姐出構祉輯輯韓(肉離217)

く〉巡回E宝寺呈 9 阿 18日(火 )10時~15時 駅北口

/9月四日(水) 10時~15時共栄工業/9 月 20

日〈木) 10時~15時駅南口/9 月 25日〈火) 10 

時~15時ハイロット Jj卑筆/9 月 27 日(木) 10 

時~15時三共化成工業/9 _F329日(土) 10時~

15時紅谷町舟、F前(平場ライ才ンスクラブ)/10

月 lEJ(円)10日子----15H手駅北口 /10月 3日付"，)

10時~15時東海大;堂/10月四日(金) 10時~12

時占河特殊金属工業・ 13時--15時日本エアー

ワイルター/10月13日(ごと) 10時 ~15時 ダイク

マ(平揮しらさざライオンズクラブ)

一ご協力ありがとうごEざいました…

イ会友重機械工業45入、旭地区41人、金目地区 6

入、市控所131人、日産車体277入、東中原地区27

入、中原地区34入、平塚合同庁舎45人、駅北口160

入、駅南口64人、三共113人。
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